
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和元年度  須田小学校だより      令和元年７月 2４日(水) 
 

須田っ子  第5 号 

学校教育目標「すすんで心や体をすこやかにする子」 ･SU･ ･DA 
 

の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
３９
日
間
、一
日
１０

時
間
以
上
の
『
自
分
だ
け
の
時
間
割
』

の
「
家
庭
学
校
」
で
す
。
時
間
は
、
一

学
期
の
授
業
時
間
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

こ
の
た
め
に
、
「
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
」
と
「
し
た
い
こ
と
」
を
、

上
手
に
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
組
み
合
わ

せ
て
い
く
時
間
編
集
力
を
指
導
し
て

き
ま
し
た
。
夏
休
み
を
習
慣
化
へ
の
機

会
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。 

「
再
読
」
の
ス
ス
メ 

「
再
読
」
と
は
、
同
じ
本
を
何
度
も
読

む
こ
と
で
す
。
一
回
目
で
は
気
付
か
な

か
っ
た
発
見
が
あ
り
ま
す
。
夏
休
み
の

最
初
と
最
後
に
読
め
ば
、
読
む
人
の
心

の
変
化
（
成
長
）
が
分
か
り
ま
す
。 

ま
た
、
新
し
い
発
想
を
生
む
に
は
、

い
わ
ゆ
る
「
三
間
」（
時
間
・
空
間
・

仲
間
）
が
必
要
で
す
。
本
の
中
に
は
、

無
限
の
「
三
間
」
の
世
界
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
夏
休
み
中
も
、「
本
の
海
」

図
書
館
は
開
館
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

心
と
体
が
健
康
な
夏
休
み 

 

◆
朝
の
ミ
ラ
ー
笑
い 

 
 

 

鏡
に
微
笑
む
と
、
必
ず
笑
み
が

返
っ
て
き
ま
す
。
一
日
幸
せ
な
気

分
で
過
ご
せ
ま
す
。 

◆
昼
の
動
物
呼
吸 

 
 

肺
呼
吸
は
浅
い
呼
吸
で
す
。
四

つ
ん
這
い
（
動
物
姿
勢
）
で
呼
吸
す

る
と
、
自
然
に
腹
式
呼
吸
に
な
っ

て
、
ポ
カ
ポ
カ
に
。 

◆
夜
の
定
刻
歯
磨
き 

 
 

 

一
日
頑
張
っ
た
歯
に
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
。
歯
も
「
風
呂
」
に

入
り
た
い
は
ず
で
す
。 

「伸びた！まだ、伸びる？」(元.7.23 ライオンフラワー) 

「
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｚ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
」 

 

校
長 

内
山 

晋 
 

「
粘
り
強
さ
」
は 

？ 

で
す 

 

「
諦
め
ず
に
や
れ
ば
出
来
る
」 

一
度
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
で
も
、
諦
め
な
い
粘
り
強

さ
を
生
む
源
は
何
で
し
ょ
う
か
？ 

本
人
の
性
格
に
し
て
し
ま
え
ば
、

出
来
な
い
の
は
、
本
人
の
努
力
不
足

で
終
わ
り
で
す
。
改
善
の
扉
は
開
き

ま
せ
ん
。
一
方
、
学
力
な
ら
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
出
来
な
い
の
は
、
本
人

が
取
り
組
む
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の

不
足
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
を
補
強
す

れ
ば
解
決
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

須
田
小
学
校
の
考
え
方
は
、
後
者

の
「
粘
り
強
さ
は
学
力
の
一
つ
」
と

い
う
考
え
方
に
軸
足
を
置
い
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
の
基
本
的
な
学
習

や
生
活
の
ス
キ
ル
に
焦
点
を
当
て

て
繰
り
返
し
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
子
供
が
粘
り
強
く
取
り
組

む
学
力
を
身
に
付
け
る
た
め
の
方

策
を
、
教
職
員
が
粘
り
強
く
継
続
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
学
期
の

育
ち
の
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

私
た
ち
人
間
の
脳
は
、
一
つ
の
こ

と
に
集
中
し
過
ぎ
な
い
仕
組
み
を

も
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
適
度
な

「
粘
り
強
さ
」
を
着
実
に
身
に
付
け

る
た
め
に
、
家
庭
で
も
粘
り
強
い
指

導
を
お
願
い
し
ま
す
。
継
続
を
！ 

 

「
自
分
だ
け
の
時
間
割
」 

 

 

７１
日
間
の
一
学
期
も
、
本
日
で

終
業
。
明
日
か
ら
、
本
格
的
な
「
夏
」

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３つの安心安全で、楽しい夏休みを！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

不審者 
 

複数と声の壁 
 

交通安全 
 

笑顔でぺこり 

ネット 
 

ルールづくり 
 

夏休みが始まっても、周りの環境はいつも通り

です。いつもとは違う「自動車やバイク、人がい

る」ことになります。安全面からも、「自動車、バ

イク」が来るかもしれない、という「かもしか」

意識が重要です。 
７月１５日（月）に行われた、須田地区対話集

会でも、道路面の停止線の白線の中には見えにく

くなっている箇所もある、という情報も寄せられ

ました。自動車やバイク等から見る「動体視力」

は止まっている時より以上に低下し、「見えてい

る」と思ったのに見えていない場合も考えられま

す。道路を横断する時には、停止又は減速してい

ることを確かめてから横断するよう、ご家庭でも

ご指導ください。 

「優しそうな風貌」で「言葉巧み」に近付いて

くる人が不審者かどうかを見分けることは難しい

です。これまで同様、「複数で行動する」「はっき

りした声や言葉づかい」で、「不審者」を近付け

ないための「壁」を作ることを、家庭でも指導願

います。 
異常に気が付いた後に「助けて」と大声で叫ぶ

ことは、案外難しいです。むしろ「よく分かりま

せん。大人の人に聞いてください。」等のしっか

りした受け答えは、自分より「弱い」相手に近付

く傾向の「不審者」への抑止効果があります。 

ネットの危険性は、大きく３つあります。 
① 個人情報の漏洩による被害（金銭、不審者） 
② 投稿（書き込み、画像）による加害 
③ ネット依存症（健康面） 

各家庭で、「名前、住所、生年月日」は勿論の 
のこと、写真の投稿はしない等、家庭でネット利

用についてルールを作るとともに、定期的に話し

合う機会を設けることも有効だと思います。 
 問題は③です。夏休み中は自由に使える時間が

増えます。最近のゲームは、４～５人でチームを

組んで対戦するものが流行っています。ですの

で、仲間と相手がいるため、「時間がきたので止

める」ことの難しさから、長時間化するそうで

す。また、残虐性の高いものもあります。お子さ

んのゲーム内容についても話し合いをもたれるの

も大切だと思います。 


